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商 工 会 へ の 要 望

　　　　　　　

情報発信にっぃては、 地域住民を対象にしてぃることから、 情報
計画書作成支援

　　　　　

支援制度など情報提供

　　　　

発信をしていない事業所が約８０％あった。

　　

４％

　　　

＼

　　　　　　　　

８％

　　　　　　　　

コロナの影響で最も多かったのは、 客数の減少であった。 冠婚葬

，販路開拓支援

　　

１５％

祭やお土産等で利用されている事業所が想定される。

不安を感じている理由では、 人口の減少が最も多かった。 地域住

民を顧客としている過疎地域の事業所が多い事が予想される。 ま

た、 体力的な不安や売上確保と回答する事業所も－定数おり、 過
税務相談支援

　　　

疎地域では買い物難民地域が広がる恐れがある。

　　

４２％

補助金制度の支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

商工会への要望では、 税務相談支援約４０％と最も多く、 補助金の
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・

　　　　　

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　

支援や販路開拓となっている。 補助金や販路開拓支援を受けてで

融資制度の支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　

も事業を継続したいという意思をもっている事業所が一定数いる

８％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ことが考えられる。



飲食・宿泊業集計

情報発信’広報の媒体
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支援制度など情

：補助金制度の支援
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４２％

融資制度の支

　

援

　　

５％

報提供
１１％

税務相談支援

　　

３７％

飲食宿泊業でも情報発信をしていない事業所が多いが、 他の業種

と比べてＳＮＳを活用している割合が一定数いる。

コロナの影響は、 客数の減少が圧倒的に多く、 今後どうやって固

定客や新規客を取り戻すかが重要であることが分かる。

不安を感じている内容については、 後継者不在、 設備更新、 体力

的不安、 人口の減少、 売上確保と複数の要因によって不安と感じ

ている。 また売上が減っていると回答した割合が他の業種と比べ

て最も多く、 売上が回復に向けた支援が重要だと予想される。

商工会への要望では、 補助金制度の支援が最も多く、 資金繰りが

不安定であると予想される。 現金商売の飲食宿泊業が資金繰りで

悩みを持つということは、 売上の減少が大きく外部からの資金調

達を行ったことも考えられ、 返済等の支援ニーズが予想される。

ローナの影響



サービス業その他集計

情報発信・広報の媒体
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商工会への要望
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販路開拓支援

　

ｉ 計画書作成支援
１

　　　　　　　　

１

　　　　　

２％

　　　　　　

〔ー
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．

　

ｆ

　

支援制度など情報提供

補助金制度の支援

　　　

３６％

　　　　　

，

融資制度の支援

　　

１２％

１５％

税務相談支援

　　　

瀞

　　　　　　　　　　

，

　　　　

３５％

回答者が最も多い業種であった。 情報発信をしている事業所はほ

ぼいないということが分かった。

コロナの影響は、 客数の減少が最も多かったが、 物流の停滞も－

定数おり、 自動車整備業など影響があったと予想される。

不安を感じている内容については、 人口減少が最も多かったが複

数回答する事業所も多く、 個々の経営環境が大きく影響している

と予想できる。

商工会への要望として、 補助金の支援と税務相談が最も多く、 融

資制度の支援を含め資金繰りや、 税制改正やインボイス対応など

法改正への対応に関する支援ニーズが予想できる。


